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瑞
宝
双
光
章
を

　
　

受
章
さ
れ
ま
し
た

羽
賀　

三
秋
さ
ん（
88
歳
）

〈
形
原
町
〉

羽
賀
さ
ん
は
、
昭
和
12
年
３
月
か
ら
53
年
３
月
ま
で
41
年
間
余

の
長
き
に
わ
た
り
、
小
中
学
校
の
教
員
と
し
て
教
育
現
場
で
活
躍

さ
れ
、
学
校
教
育
の
振
興
と
児
童
生
徒
の
健
全
育
成
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

在
職
中
は
、
形
原
中
学
校
、
大
塚
小
学
校
教
頭
、
一
宮
町
、
音

羽
町
の
小
学
校
校
長
を
経
て
、
市
内
北
部
小
学
校
、
塩
津
小
学
校

校
長
を
歴
任
さ
れ
、
教
育
行
政
の
推
進
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま

し
た
。
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瑞
宝
小
綬
章
を

　
　

受
章
さ
れ
ま
し
た

遠
藤　

基
夫
さ
ん（
74
歳
）

〈
三
谷
町
〉

遠
藤
さ
ん
は
、
昭
和
25
年
三
谷
郵
便
局
に
入
局
、
以
来
41
年
の

長
き
に
わ
た
り
郵
政
事
業
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

在
職
中
は
、
東
海
郵
政
局
郵
務
部
集
配
、
業
務
、
管
理
課
長
、

岡
崎
郵
便
局
長
、
名
古
屋
郵
便
集
中
局
長
な
ど
の
要
職
を
歴
任
さ

れ
、
郵
政
事
業
の
充
実
と
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。
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瑞
宝
単
光
章
を

　
　

受
章
さ
れ
ま
し
た

西
浦　

利
博
さ
ん（
63
歳
）

〈
形
原
町
〉

西
浦
さ
ん
は
、
昭
和
37
年
６
月
蒲
郡
市
消
防
本
部
に
奉
職
さ
れ
、

以
来
40
年
10
月
の
長
き
に
わ
た
り
市
民
の
身
体
お
よ
び
財
産
を
守

る
た
め
、
消
防
の
最
前
線
で
ご
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

在
職
中
は
、
複
雑
か
つ
多
様
化
す
る
災
害
現
場
に
お
い
て
献
身

的
に
尽
力
さ
れ
、
消
防
救
急
活
動
や
警
防
体
制
の
強
化
充
実
、
消

防
技
術
の
向
上
、
部
下
の
教
養
指
導
に
努
め
る
な
ど
、
本
市
消
防

行
政
の
進
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。
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瑞
宝
単
光
章
を

　
　

受
章
さ
れ
ま
し
た

太
田　
　

肇
さ
ん（
63
歳
）

〈
西
迫
町
〉

太
田
さ
ん
は
、
昭
和
38
年
７
月
蒲
郡
市
消
防
本
部
に
奉
職
さ
れ
、

以
来
38
年
９
月
の
長
き
に
わ
た
り
市
民
の
生
命
お
よ
び
財
産
を
守

る
た
め
、
消
防
の
最
前
線
で
ご
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

在
職
中
は
、
複
雑
か
つ
多
様
化
す
る
災
害
現
場
に
お
い
て
献
身

的
な
努
力
を
惜
し
ま
ず
、
警
防
体
制
の
強
化
充
実
と
消
防
技
術
の

向
上
に
尽
く
さ
れ
、
ま
た
部
下
の
教
養
指
導
に
努
め
る
な
ど
本
市

消
防
行
政
の
進
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。
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瑞
宝
単
光
章
を

　
　

受
章
さ
れ
ま
し
た

竹
内　

芳
子
さ
ん（
72
歳
）

〈
三
谷
町
〉

竹
内
さ
ん
は
、
昭
和
47
年
５
月
蒲
郡
市
民
生
委
員
・
児
童
委
員

に
就
任
さ
れ
、
以
来
33
年
６
月
余
の
長
き
に
わ
た
り
住
民
福
祉
の

増
進
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
も
蒲
郡
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会
副
会
長
、
蒲
郡
市
社
会

福
祉
協
議
会
理
事
と
し
て
ご
活
躍
中
で
、
本
市
民
生
の
安
定
と
地

域
福
祉
の
向
上
、
福
祉
水
準
の
高
揚
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て
み

え
ま
す
。

「
稲
生
港
石
積
防
波
堤
」が

土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た

㈳
土
木
学
会
に
お
い
て
、
本
年
度
の
選
奨
土
木
遺
産
と
し
て「
稲

生
港
石
積
防
波
堤
」が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

稲
生
港
は
明
治
28
年
に
港
と
し
て
整
備
さ
れ
、
大
正
9
年
の
工

事
で
築
造
さ
れ
た
の
が
、延
長
175
・
1
ｍ
の「
稲
生
港
石
積
防
波
堤
」

で
す
。
通
称「
幡
豆
石
」と
呼
ば
れ
る
花
崗
岩
で
で
き
た
こ
の
防
波

堤
は
、
石
積
堤
と
し
て
は
三
河
湾
で
最
大
で
、
築
造
当
時
の
状
態

を
ほ
ぼ
保
っ
て
い
ま
す
。
築
造
に
は
多
く
の
地
元
民
が
従
事
し
た

と
い
わ
れ
、
未
だ
に
地
元
の
人
た
ち
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

問
合
先　

愛
知
県
三
河
港
務
所
蒲
郡
出
張
所 

☎
69
◆

5
3
8
1

お
め
で
と
う

　
　

ご
ざ
い
ま
す

市
内
か
ら
、
次
の
5
人
の
方
が

叙
勲
受
章
さ
れ
ま
し
た
。


